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小学校における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実践状況
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本研究の目的は，小学校における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実践状況について研究指定校の紀要を用
いて調べ，今後の実践に向けた基礎資料を得て，課題を整理することである。本研究では，まず，食生活指針や食育基本
法等の記載から食文化の内容ととらえ方を調べた。その結果，食文化に関する内容を表すキーワードは. I食の継承・歴
史JI伝統食・郷土食JI地域の食JI料理・和食JI産業・人JI自然の恵みJI国際比較JI共食」に集約された。また，
食文化を継承することは，食べるものの大切さに気づくことであると考えられた。次に，平成19年度と初年度の兵庫県食
育研究指定小学校の研究紀要に記載されている食育実践について内容等を調べた。「食の継承・歴史jまたは「伝統食・
郷土食」に関する内容が含まれる実践事例を食文化に関する学習内容を取り入れた食育実践ととらえることとして， 8校
の紀要を分析した結果，全71件中，食文化に関する学習内容を取り入れたものは17件であった。実践の約70%は総合的な
学習の時間を中心に行われており， 10時間以上を使った実践が88%と多いことがわかった。実践のねらいには，普からの
知恵や工夫，自然や地域との関わりに気づき，人々や自然，食べものを大切に思い，感謝する態度を育むことをあげてい
るものが多かった。実践内容としては「食の継承・歴史JI伝統食・郷土食jに加えて，中学年では「地域の食JI産業・
人J，高学年では「料理・和食jが比較的多く取り上げられていた。テーマには学年による特徴的なパターンが見られた
が，それぞれどのような効果があるのかは明らかにされていなかった。これらの結果から，食文化に関わる内容を含む教
科を関連付け，教科を基盤とした食育実践の可能性とあり方を検討すること，また，このような実践の効果を調べるため
の評価方法が課題であると考えられる。
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2008年3月に改訂された学習指導要領では，改正教育
基本法の趣旨を踏まえて，伝統・丈化に関する教育の充
実・改善が図られた。各教科等においては，わが国や郷
土の伝統や丈化を受け止め，そのよさを継承・発展させ
るための教育の充実を図ることなどが求められている 1)。
また，子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食
習慣を身に付けることができるよう，食育を学校の教育
全体で取り組むものとして位置付け，その推進の必要性
を学習指導要領の総則で明示するとともに，家庭科等の
教科や特別活動においても食育についての記載がなされ
た。そして近年の食をめぐる状況から，学校における食
育の推進では，心身の健康に関する内容に加えて，食文
化や自然のd恩恵などへの感謝についても教科等の内容と
関連させた指導を行うことが効果的であるとされてい
食文化という言葉は， 1980年代に一般に広く用いられ
るようになった比較的新しい言葉であるために，一般化
した定義があるとは言い難い 3)。石毛は，丈化を「人聞
が自然界に対処してきた 人間らしい行動様式jとして
いる。川喜田は， I人々の共有財産となり，先輩から後
輩へと伝承されない限り文化とはならない。共有，伝播，
伝承されてはじめて丈化となる」と述べている O このよ
うに文化というためには，定着した生活様式であること
が必要であると考えられる。さらに石毛は， I食丈化は，
食料生産や食料の流通，食物の栄養や食物摂取と人体の
生理に関する観念など，食に関わるあらゆる事項の丈化
的側面を対象としているjと説明しており，食に関する
生活様式を食文化としている。また，吉田は， I食文化
は，食物の生産から人の胃袋に入るまでをその範曙とす
る。すなわち，食物をつくること，貯蔵すること，加工
することまでが食文化の範囲であろう」と，食丈化の範る2)。
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囲を述べている 4，5)。これらをもとに江原は， I民族・
集団・地域・時代などにおいて共有され，それが一定の
様式として習慣化し，伝承されるほどに定着した食物摂
取に関する生活様式をさす」と説明している 3，6)。この
ように，食文化という言葉は広く使われてきており，食
に関する生活様式に関わること，そして伝承することと
とらえられるO 一方，小学校における食育実践で食文化
について指導するために，まず，食文化についての考え
方や内容を整理する必要がある O そこで，政府刊行物や
教育関連資料など，一般に広く示されているものを資料
として，食丈化に関する記載を調べることとした。
学習指導要領における食育の記載，学校給食法の改正
など，学校における食育推進体制も整備されつつあり，
小学校では多様な食育の活動が実践されるようになった。
実践書なども刊行されているが，今後さらに食育を充実
させていくための基礎となるデータの収集については十
分とは言えない。著者らは，現行の食育の特徴と問題点
を明らかにし，さらに充実させていくための基礎となる
データを提示するために，食育としてどのような学習内
容がどの程度，学校で取り上げられているかを，栄養・
健康に関する学習課題に着目して分析し，報告した7)。
その一環として，食丈化に関する学習内容を取り入れた
実践についても調べることとした。
以上のような経緯を踏まえ，本研究の目的を，小学校
における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実
践状況を調べ，今後の実践に向けた基礎的資料を得て，
課題を整理することとした。そのために2つの調査研究
を行った。まず研究1を「資料における食文化のとらえ
方jとし，食生活指針や食育基本法等の記載より食文化
の内容ととらえ方を調べた。研究2を「兵庫県食育研究
指定校における食文化に関する学習内容を取り入れた食
育実践状況jとした。ここでは 研究指定校の紀要を資
料に用いて学習内容やねらいなどを整理し，現状を把握
して今後の実践に向けての課題を明らかにしようとした。
研究1 資料における食文化のとらえ方
1.目的
小学校における食文化に関する食育実践のねらいや指
導内容などを考えるために，食育基本法や食生活指針，
食に関する指導の手引などにおける食文化の内容やとら
え方を整理することを目的とする。
2.方法
「食生活指針J(厚生省，農林水産省，丈部省2000
年)8) ， I食育基本法J(平成十七年法律第六十三号，
2005年)， I食育推進基本計画J(平成十八年三月三十一
日食育推進会議決定， 2006年)を国の施策関係の資料と
して， I食に関する指導の手引J(丈部科学省2007年)9) 
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と「兵庫県食育実践プログラムJ(兵庫県教育委員会
2007年)10) を教育関係の資料として用いた。
各資料における食文化についての記述内容をまとめ，
内容を表すキーワードを抽出して整理した。そして，資
料から抽出したキーワードを類似したもので集約し，分
類した。
3.結果と考察
(1) 食生活指針，食育基本法，及び食育推進基本計画に
おける食文化の内容ととらえ方
資料に記載されている食文化に関わる内容と食文化を
継承することのねらいや継承を通して期待されることを
まとめ，表lに示した。また，食丈化の内容を表すキー
ワードを表2に示した。
食生活指針は全10項目のメッセージからなる o 1番目
と2番目はQOLの向上， 3から 7番目までは健康増進，
生活習慣病の 1次予防， 8番目は食料の安定供給や食文
化， 9番目は食料資源や環境問題， 10番目は食生活の点
検に関わるものである 8)0 8番目に「食文化や地域の産
物を活かし，ときには新しい料理も。Jがあり，下位項
目には，地域の産物や旬の素材を使うとともに，行事食
を取り入れながら自然の恵みや四季の変化を楽しむこと，
食文化を大切にして日々の食生活に活かすこと，食材に
関する知識や技術を身につけ，ときには新しい料理を作
ることが実践のために提唱されている。これらは日本型
食生活を実践し，食料自給率の向上につなげることが期
待されたメッセージであるO 以上より，食文化の内容を
表すキーワードとして， I地域の産物JI行事食JI料理」
「句の食材JI自然の恵みJI食の楽しみjが考えられた。
食育基本法では，前丈に食育の背景や目的が示されて
おり， I豊かな緑と水に恵まれた自然の下で先人からは
ぐくまれてきた，地域の多様性と豊かな味覚や文化の香
りあふれる日本の『食』が失われる危機にある o (中略)
都市と農山漁村の共生・対流を進め， r食』に関する消
費者と生産者との信頼関係を構築して，地域社会の活性
化，豊かな食文化の継承及び発展，環境と調和のとれた
食料の生産及び消費の推進並びに食料自給率の向上に寄
与することが期待されている。jと記されている O 具体
的には，第一章総則第七条(伝統的な食丈化，環境と
調和した生産等への配意及び農山漁村の活性化と食料自
給率の向上への貢献)と第三章 基本的施策第二十四条
(食文化の継承のための活動への支援等)などに，表1に
まとめたような内容が示されているO したがって，内容
を表すキーワードとして「食丈化の継承JI農山漁村・
地域社会の活性化JI食料自給率JI環境との調和」が考
えられた。
食育推進基本計画には，食育基本法を踏まえた具体的
な推進内容等が記されており， I自給率の向上への貢献，
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伝統ある食文化の継承や環境と調和した食料生産等が図
られるよう配慮するとともに，食料需給への国民の理解
の促進と都市と農山漁村の共生・対流等により農山漁村
の活性化と食料自給率の向上に資するよう施策を講じるj
とある。また，食文化継承のための活動への支援等の項
目の中には， I南北に長く，豊かな自然に恵まれ，さら
に海に固まれた我が国は，四季折々の様々な食材に恵ま
れ，長い年月を経て地域の伝統的な行事や作法と結びつ
いた食丈化が形成されてきた。このような我が国の豊か
で多彩な食文化は，世界に誇ることができるものである O
しかしながら，海外から様々な食材や料理等がもたらさ
れるとともに，食の外部化等が進展する中で，栄養バラ
ンスに優れた『日本型食生活』や，地域において継承さ
れてきた特色ある食文化や豊かな味覚が失われつつある。」
と記されている O 以上より，内容を表すキーワードは，
「郷土料理JI伝統料理JI地場産物JI地産地消JI日本
型食生活」と考えられた。
このように国の施策の中で使われている「食文化jに
は，日本の恵まれた自然によって築かれ，受け継がれて
きた地域の伝統的な行事と結びついた食事形態が含まれ
ている。食丈化を継承していくことは，地場産物の活用
を推進し，農山漁村の活性化を図ることを通して，食料
自給率の向上につなげることと考えられる O
(2) 教育関連資料における食文化の内容ととらえ方
「食に関する指導の手5[Jには， I食の重要性JI心身
の健康JI食品を選択する能力JI感謝の心JI社会性j
「食丈化jの6つの観点から，食に関する指導の内容が例
示されている。食丈化についての項目では， I各地域の
産物，食文化や食に関わる歴史等を理解し，尊重する心
をもっjが目標にあげられている O 具体的な内容として，
「自分たちの住む地域には，昔から伝わる料理や季節，
行事にちなんだ料理があることJI日常の食事は，地域
の農産物と関連していることJI地域の伝統や気候風土
と深く結びつき，先人によって培われてきた多様な食文
化があることJI自分たちの食生活は，他の地域や諸外
国とも深いかかわりがあることJI諸外国の食事の様子
を知ることは，国際理解につながるとともに，日本の風
土や食丈化の理解を深めることになることjと記されて
表1 資料にみる食文化に関わる内容
資料 記述内容 ねらい，期待されること
食生活指針・地域の産物や句の素材を使う ・食文化を大切にして，日々の
食生活に活かす(2000年) ・行事食を取り入れる
-自然の恵みや四季の変化を楽しむ
-食文化を大切にして，日々の食生活に活かす
・料理技術を身に付ける，新しい料理を作る
食育基本法・地域の多様性と豊かな味覚や文化の香りあふれる日本の「食」
(2005年) ・都市と農山漁村の共生・対流
-地域社会の活性化
・伝統的な行事や作法と結びついた食文化
.地域の特色ある食文化
-わが国の伝統のある優れた食文化の継承及び発展
.環境と調和のとれた食料の生産及び消費の推進
-農山漁村の活性化と食料自給率の向上
-食料政策
-豊かな食文化の継承及び発
展
-食料自給率の向上
.地域社会の活性化
食育推進基 O食育に関する施策についての基本的な方針 ・伝統的な食文化，環境と調
本計画 ・伝統ある食文化の継承 和した生産等への配意
(2006年) ・環境と調和した食料生産 ・生産に従事している者への
-食料需給への国民の理解の促進 感謝
-農山漁村の活性化と食料自給率の向上 ・農山漁村の活性化と食料自
O食文化継承のための活動への支援等 給率の向上への貢献
-地域の伝統的な行事や作法と結びついた食文化の形成 ・地産地消の推進
-栄養バランスに優れた「日本型食生活」 ・学校給食における地場産物
・地域において継承されてきた特色ある食文化や豊かな味覚の消失 を使用する割合の増加
-学校給食において郷土料理や伝統料理等の伝統的な食文化を継承した献立を取り・食文化の継承のための活動
入れる への支援
文部科学省 O食に関する指導の目標における「食文化」 ・各地域の産物，食文化や食
食に関する・昔から伝わる料理や季節，行事にちなんだ料理 に関わる歴史等を理解し，尊
指導の手引・日常の食事と地域の農産物との関連 重する心をもっ
(2007年) ・地域の伝統や気候風土と深く結びつき，先人によって培われてきた多様な食文化 ・学校給食で地場産物を活用
-他の地域や諸外国との深いかかわりや国際理解 すること
・日本の風土と食文化
0給食の時間における食に関する指導と学校給食の献立の充実
・食文化や郷土食，行事食についての関心
-伝統的な日本文化である稲作，米食についての理解
.和食の食べ方
・郷土食や行事食，伝統的な料理についての関心と継承
-季節や行事にちなんだ料理，特産物と日常の食事との関連
.地場産物や郷土食などを活用した献立の工夫
-地域において農業などの生産に従事している方々に対する感謝の気持ち
兵庫県 O地域と食文化
食育実践プ・地域食材の活用(地産地消)
ログラム ・地域の食文化に対する理解(伝統食，郷土食)
(2007年) ・地域の人・産業と自然の理解
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いるO また，児童生徒に地域の産業や文化に関心を持た
せるために，学校給食に積極的に地場産物を活用するこ
とが効果的であると記されている。さらに，給食時間に
おける指導の内容に，食文化や郷土食，行事食について
の関心を深めること，すなわち「伝統的な日本文化であ
る稲作，米食について理解するとともに和食の食べ方を
身につけることは，食文化を継承する上で極めて大切で
ある。JI郷土食や行事食について関心を深めることは，
児童生徒や地域の人々が忘れかけている伝統的な料理を
発掘し伝承する役目も果たしている。季節や行事にちな
んだ料理，特産物を知り，日常の食事と関連づけて考え
ることや，食文化について理解を深めることができるよ
うにする。」が望ましいこととして記されている O 以上
より，内容を表すキーワードは，表2に示す「食に関わ
る歴史JI郷土食JI行事食JI伝統的な料理JI和食J
「国際理解jなどが考え られた。
「兵庫県食育実践プログラム」では，食育基本法を踏
まえて「食の大切さを学ぶ」を食育実践の目標とし，具
体的な学習内容を「食べ方JI調理JI食べものJI地域
と食文化」に分けて示している lI)0 I地域と食文化jの
内容は，地域食材の活用 (地産地消)， 地域の食文化に
対する理解(伝統食・郷土食)， 地域の人・ 産業と自然
の理解等があげられている O 以上より， I地域の食文化J
「伝統食JI地産地消JI料理構成JI地域のAJI自然の
恵み」などが食文化の内容を表すキーワードであると考
えられた。
これらのことから，食に関する指導における食文化は，
日本の日常食をはじめ，行事食や伝統食，郷土料理など
食の継承に関する内容や地域の特産物をとりまく生産や
消費を含む幅広い内容を有している O そして，地域の特
産物や伝統食を活用することや，食に関わる歴史を学習
することで，食文化について理解を深めることができる
ものと考えられる O
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(3) 食文化の内容と考え方
行政や教育関連の資;f3j-における食文化に関わる記述か
ら内容を表すキーワードを抽出し，これらを類似したも
ので集約すると，表2に示す8項目が食文化の内容を表
す項目と考えられる。さらに 文献における記述も合わ
せて，食文化の内容やと らえ方を考察する。緒言で述べ
たように，食文化の定義についての共通理解は得られて
いないものの，よく取り上げられている考え方はいくつ
かある。石毛の論考 4) はその一つで，次のようである O
-食べる営みは丈化である。諸民族がそれぞ、れに発達さ
せてきた食物とその料理法 食卓作法や食事に関する
観念などは文化の産物としてとらえることができる O
-食事にまつわる技術や食事においての人間のふるまい
方の多くは，人が生まれたあとに学習した文化的な行
為である O
-人聞は料理をし，共食する動物である O
「食文化jと言う時には，環境と生理をも含んだ広義
の概念として，文化の視点から食に関することを考察
することであるO
・文化を考察するときに有効な姿勢は「比較すること」
と「歴史を知ること」である。丈化を比較することに
よって共通性と多様性を抽出することができるO また
それぞれの文化は歴史的に形成されたものであり，そ
の形成過程において異なる文化聞の交流によって伝え
られた事柄が多い。したがって，食文化は長い歴史の
中で形づくられてきており，過去の軌跡を知る視点と，
他の地域との比較をする視点をもつことで，われわれ
の食の文化の方向性を考えることができるO
したがって， I料理JI共食JIふるまい方JI食事作法」
「国際比較JI環境」等が食文化の内容を表すキーワード
であると考えられる。
以上の結果と考察，さらに緒言に記した先行研究も合
表2 各資料における「食文化」の内容に関わるキーワードと分類項目
食の継承
・歴史
伝統食
・郷土食 地域の食 料理・和食 産業・人 自然の恵み 国際比較
行事食 地域の産物料理食生活指針 旬の素材自然の恵み
農山漁村， 地
食文化の継 域社会の活性食育基木法 ， 環境との調和化
食料自給率
食育推進基木
計画
郷土料理 地場産物 日木型食生
伝統料理 地産地消 活
郷土食
食に関する指導食に関わる 行事食
の手引 歴史 伝統的な料
理
地域の食文
兵庫県食育実践 化
プログラム 伝統食
郷土食
特産物 米食和食 地域の農産物
地域と食文料理構成 地域の人 自然の恵み
化 主食， 主菜，産業，生産 自然の理解
地産地消 副菜 農業，漁業 環境教育
各資料のキー ワー ドの内容を表す分類項目を行頭に示した。
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諸外国の食事
国際理解
共食
食の楽しみ
小学校における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実践状況兵庫県食育研究指定校の研究紀要を資料として
わせて，食文化の内容を表す項目は， r食の継承・歴史J
「伝統食・郷土食Jr地域の食Jr産業・人Jr自然の恵みj
「料理・和食Jr国際比較Jr共食」の 8項目に集約され
るO そして食文化を継承することは，歴史を知って現在
の食をふり返り，過去や他の地域との比較を通して，食
べるものの大切さに気づくことでもあり，食文化に関す
る学習内容を取り入れた食育実践には，これらの視点が
必要であると考えられる。
研究2 兵庫県食育研究指定校における食文化に
関する学習内容を取り入れた食育実践状況
1. 目的
実践の現状を把握するために，兵庫県食育研究指定小
学校の研究紀要に記載されている食文化に関する学習内
容を取り入れた実践事倒について，研究1で得られた内
容項目をもとに，実践の場や教科，学習内容，単元のね
らい等を整理する。
2.研究方法
(1) 資料と対象校の概要
2006年度から2008年度に兵庫県教育委員会の食育推進
事業に関わる研究校に指定された小学校のうち， 8校が
作成した研究紀要を資料とした。研究紀要の執筆は，研
究担当の教諭を中心に，授業担当者等で分担されている O
紀要には，各学年で取り組んだ授業実践について，単元
構想や目標，授業の展開などが記されており，学校全体
計画や年間カリキュラムも記載されている。分析対象校
と研究紀要作成年度は次のとおりである O
明石市立A小学校 (2006年度)，宝塚市立B小学校
(2006年度)，赤穂市立C小学校 (2006年度)，篠山市立
D小学校 (2007年度)，豊岡市立E小学校 (2007年度)， 
神戸市立 F小学校 (2007年度)，姫路市立 G小学校
(2008年度)，養父市立H小学校 (2008年度)
赤穂市立C小学校と養父市立H小学校を除き，各校
に栄養教諭(または学校栄養職員)が配置されている O
(2) 分析方法
各校の研究紀要に記載された食育実践 (71件)につい
て， r食文化」に関わる内容を含むか否かを調べた。す
なわち， r食文化jに関する内容の項目を「食の継承・
歴史Jr伝統食・郷土食Jr地域の食Jr料理・和食Jr産
業・人Jr自然の恵みJr国際比較Jr共食jの8項目と
し，研究1の考察から， r食の継承・歴史」または「伝統
食・郷土食jに関する内容が含まれる事例を食文化に関
わる学習内容を取り入れた食育実践ととらえることとし
た。これらの事例について，単元のねらいと食育の視点，
実施学年と教科，時数，内容，栄養教諭の参画と給食と
の関わり等を調べ，学年順に並べて表3を作成した。
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3.結果と考察
(1) 実施学年と教科等，時間数
8校の研究紀要には全部で71件の食育実践が記載され
ており，そのうち食丈化に関する学習内容を取り上げた
実践は17件 (24%)であった。 2006年度に兵庫県食育推
進モデル校として指定を受けた5校の紀要について，記
載状況から「食文化jに関する実践を実施率として調べ
たところ，事例抽出のプロセスはやや具なるが， 21.2% 
であり 7) 2008年度まで含めた本研究の結果も同程度で
あった。
17件の実施学年の内訳は， 3学年が6件 (35%)，4 
学年が2件(12%)， 5学年が5件 (29%)，6学年が4
件 (24%)であり，中学年と高学年の区分にすると 8件
と9件でほぼ同数であった。なお，低学年には見られな
かった。
実践されている教科等は， 12件 (71%)が総合的な学
習の時間であった。その他， 3学年では国語と社会が各
1件， 5学年で家庭が1件， 6学年で社会と家庭が各1
件であった。実践事例のうち，複数の教科等と関連して
いる場合，主になる教科に対して，副次的に関連付けら
れている教科等を関連教科として調べた。関連教科は，
国語，理科，杜会，家庭，特別活動等であり，学年別に
見ると 3学年では国語，社会，特別活動が各3件と比較
的多く， 4学年では国語，理科，特別活動が各2件， 5 
学年では国語，理科，社会，家庭が各2件であった。
実施時数を 4時間以下， 5 ~10時間， 11時間以上に区
分すると， 15件 (88%)が11時間以上であり，最も多い
のは， 60時間(5学年，総合的な学習の時間)で2件
あった。 11時間以上の単元としている実践では，教科と
総合的な学習の時間に，米や大豆，昔のくらしなど共通
のテーマや教材を設定し 相互に関連を図りながら学習
を展開していた。しかし，平成20年改訂の学習指導要領
では総合的な学習の時聞が減少し，様々な学習課題があ
る中で， 60時間に及ぶ時数を総合的な学習の時間だけで
確保するのは困難になると考えられる O
(2) 実践における食に関するねらい
単元の目標やねらい，食育の視点として記載されてい
た内容から，実践における食に関するねらいを調べた。
総合的な学習の時間に多く実践されていたため，担当教
師が記述している単元のねらいには，情報の扱いや発表
の仕方などに関するものもあったが，食に関するねらい
を調べ，気づき・理解，態度，行動に分けてまとめた結
果を表4に示した。気づき・理解レベルのねらいをあげ
ていたのは15件，態度レベルは14件と多い一方，行動レ
ベルは5件であった。気づき・理解レベルの内容として
は，実践で取り上げた大豆や米の栄養や良さに気づき，
理解することに加えて，昔からの知恵や工夫に気づくこ
岸田恵津能瀬陽子
表 3 食文化」に関する学習内容を取り入れた実践の概要
学校 単元名 単元(題材)のねらい，食育の視点学年
姫路市立大豆パワー ・大豆は姿を変えて，生活に役立っていること
G小学校のひみつ について興味をもって調べる。
-大豆の栄養について調べ，工夫して表現す
3年る。
・大豆について学習したことを理解し，生活に
取り入れる0
・大豆や大豆製品の栄養について知り，大豆
が私たちの生活に大切な作物であることこと
に気づく。
-大立を世話し，育てる中で，命あるものとし
て感謝の気持ちをもっ。
-衛生に気をつけて立腐作りをし，昔から伝わ
る大豆料理を味わっていただく。
神戸市立食べ物のヒミ・身近な食べ物について知識を得るとともに
F小学校ツ・大発見 興味を広げる。
-自分が興味をもった食材について，インタ
3年 ビューや本，インターネットなどで調べ，食材
のよさを発表する0
・伝統的な食材のよさを知り，食事に取り入れ
てきた昔の人の知恵や工夫に気づくことがで
きる。
明右市立子持ね
A小学校ん!明石
-自ら調べて情報を収集し，調べたことを分か
りやすく伝えるなど，調べ学習の基礎を学
3年
ぶ。
-身近な食べ物や食生活を振り返り，望ましい
食習慣の形成につながる実践的な態度を育
てる。
・明石の特産物に興味・関心をもっ0
・感謝の気持ちをもっ。
篠山市立呆豆と友だち・暴豆作りは地域の気候や風土に適してお
D小学校になろう「わ り，昔から栽培されていることを知る。
れら黒豆た ・わかったことをまとめ，発表する。
3年 んけん隊」
豊岡市立大事なことを・身近な食べ物について知識を得て，興味を
E小学校たしかめよう広げる。
すがたをかえ・中心となる語や文，段落の関連に注意して
3年 る大立，食べ文章を読む。
物はかせに ・本の調べ方を知り，わかりやすくまとめる
なろう ・大立に興味をもち，味と栄養を保つための
工夫に関心をもっ。
赤穂市立どこで買う ・自分の家の買い物やスーパーでの販売の
C小学校の，そのわけ工夫について関心を持って調べる。
はなんだろう・販売の工夫をしていることについて気づく。
3年 ・伝統食材である大立を通して，食材の消費
やわれわれの生活が他地域と結びついてい
ることが分かる。
教科等
時数
関連教科1)
29 藷害事曹
29 総合学習
諮否李習
国語
社会
理科
体育
特別活動
内容の概要
-天豆蚕雇E扇蚕
・地域の生産者との交流
.給食の大豆料理調べ
.伝統的な大立の加工食品についての調べ学
習と発表
・立腐作り，醤油工場の見学
栄養教諭の
参画
給食との関わり
主主号案審古つ
いての調査を支
援
給食の献立
給食の大立料理
調べ
-国語「すがたをかえる大立」を学習する。 (10時食べ物の働きに
間) ついての指導
-きな粉作りを体験する，立腐屋さんの話を聞
く。 (3時間)
.大立のほかにもすがたをかえる身近な食べ物
を考え，調べる。 (2時間)
・グループで課題について調べる。 (11時間)
・発表会(3時間)
-食材の生産・入手が漁業か農業のどちらに由 食べ物の働きと
来するかを調べる。 給食についての
・魚の棚の見学，お魚普及協議会の実演，タコ授業(特別活動)
検定
・農家のお話
・野菜，大立の栽培と収穫
・調理実習
-明石じた食についてまとめる。
-給食¢食材
・地産地消との関
わり調べ
総合学習 ・地域の特産物である呆豆を栽培し成長の様子呆豆のパワーに
を記録する。 ついての話
-枝豆を収穫し，ゆでて食べる。
-黒立栽培農家への聞き取り調査や篠山商庖
街のインタビュー
・わかったことをまとめ，発表する。
18 国語 教科から総合(そら豆探検隊)へ 給食のメニューに
-大立をおいしく食べる工夫，筆者の考えを読 使用
総合学習 み取る。 (7時間)
社会 ・食べ物はかせになろう(5時間) 町内小・中学校
14 社会
特別活動
総合学習
国語
算数
理科
-食べ物のパンフレット作り(4時間) の給食にそら豆
・発表会(2時間) を使用
-そら立の皮むき・豆腐工場の見学
-どんな庖で買い物しているのかを調べる0
.スーパーの探検計画を立てる。
・スーパーの秘密を探り，お庖を探検する0
・お庖の工夫を調べる。
-食材がどこからくるのかを知り，考える。(カレー
に使われている食材の産地，外国や他地域から
の食材を使う理由，地産地消)
・伝統的な食材である大立の栽培
.大豆料理や郷土料理の調理実習
赤穂市立めざせ!大 ・大豆には，様々な栄養やパワーがあることを 40 総合学習 -大豆の栽培と収穫
C小学校立博士 知る。
・大豆の栽培を通して，成長の様子や植物の 理科
4年 営みのすばらしさを知る。 国語
・様々な工夫をもって大豆を加工してきた先 特別活動
人の知恵に気付き，日本の食文化に誇りをも
つ0
・大立を自分の食生活に進んで取り入れよう
とする。
明石市立やっぱり好き・兵庫県の「食」を学び，生まれ育った兵庫県
A小学校やねん!兵へのふるさと意識を育てる。
庫 ・兵庫県の特産物に興味・関心をもっ
4年 ・感謝の気持ちをもっ
議否李習
国語
社会
理科
体育
特別活動
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・大立についての調べ学習(歴史，種類，生産
地，栄養)
-まとめて発表
・交流会と大豆料理，加工実習(豆腐作り，おか
ら料理，大立食品の料理，きな粉作り，みそ作
り，大豆料理のレシピ作り)
-社会科での兵庫県の地形，気候，産業，交 給食における共
通，特色ある地域，人々の生活などの学習。工庫県産の食材紹
場見学 介
・発展学習として， r兵庫の食」について課題を
設定し，調べたことを新聞形式にまとめる。
・野菜，ごまの栽培
-みそ作りとみそ汁の調理実習
-給食における兵庫県産の食材調べ
-地域に伝わる郷土料理や歴史を調べてまとめ
る。
-給食¢食材に
する
.給食の兵庫県
産の食材調べ
小学校における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実践状況兵庫県食育研究指定校の研究紀要を資料として
学校 単元名 単元(題材)のねらい，食育の視点 時数
教科等
内容の概要
栄養教諭の
参画
学年
関連教科。 給食との関わり
姫路市立作っておいし・毎日¢食事に使われている食品や食事に
G小学校く食べよう 関心をもっ。
-食生活を見直し，生活に役立てることができ
5年る。
・いろいろな食品を組み合わせて栄養のバラ
ンスの良いみそ汁を考え，ごはんとみそ汁を
作ることができる。
10 家庭科 ・日常じた食事の振り返り 栄養素，みそ汁
・食事バランス，食品の栄養的特徴や体内でのの実の取り合わ
働きについての学習 せ，季節の野菜
・伝統的な日常食であるごはんとみそしるの作りについて指導
方を学ぶ
・ごはんとみそしるの良さや，食事をバランス
よくとることの大切さが分かる。
・家庭での実践を通して，伝統的な食事の継
承をめざす。
赤穂市立ライスパワー・稲作の苦労を体験して，お米のありがたさを 60 総合学習
C小学校の秘密を探感じる。
ろう ・米の生産に関わる人々が農薬を少なくして 社会
5年 安全性を高め，自然環境を守る工夫や努力 家庭
を続けていることを知る。 国語
・日本食のよさを知り，主食・主菜・副菜をそろ 理科
えると栄養のバランスがとれた食事になること
を知る0
・米を中心としたバランスの良い食生活を実
践していこうとする態度を養う。
篠山市立お米はう米よ・米の消費量の現状を知り，米のよさを考え， 総合学習
D小学校プロジェクト 米の普及を考えること。
-収穫の喜びを味わう。
5年
明右市立米ブーム ・米作り体験を通して，米作りをする農家の努 20 総合学習
A小学校 力や苦労を知り，感謝¢気持ちをもっ。
・米について関心をもち，自分なりの課題を 社会
5年 見つけ探究し，調べたことを分かりゃすく伝え 国語
る。 理科
・ごはんのよさを知るとともに，米を通して自分 家庭
の食生活を見つめ直し，自分自身の食につ
いて振り返る。
宝塚市立米米ワールド・体験を通して|米作り」の過程を知り，農家の 60 総合学習
B小学校 人々の努力や工夫を理解する。
-人や自然の力が大きく関わっていることに気
5年 づく。
・食べ物を大切にし，感謝の気持ちをもっ。
姫路市立日本の伝統 ・日本の伝統食について興味・関心をもっ。 15 総合学習
G小学校食のよさを知・世界¢伝統食について自ら課題を見つけて
ろう 計画的に調べ，風土や気候，文化などとの関
6年 係について多面的に考える。
-伝統食が生活を豊かにしていることや食べ
つがれてきたことに気づき，大切にする態度
を育てる。
・日本¢食文化の多様性を知り，伝統食を食
牛活に取り入れ上う!:-する内
篠山市立地域の食を 日置の昔と今を比べて課題を見つけ，よりよ 総合学習
D小学校大切に い日置の未来について考える。
日置の昔・
6年 今，そして健
康な未来の
食のために
明石市立楽しもう! ・食を通して豊かな心や人間関係を育てる。 家庭
A小学校毎日の食事 ・自分の生活を見つめ置し，よりよい食習慣を
身につける。 総合学習
6年
宝塚市立米飯の歴史 ・時代によって米飯の調理方法や食べ方が 2 社会
B小学校 違うことが分かる。
・米の食べ比べをすることで，その時代の生 理科
6年 活に関心をもっ。 家庭
・時代ごとの米の種類や調理方法の変遷合知
ることで，現在の食の歴史的背景について理
解を深める。
空欄は，記載がないことを表す。
・旬の野菜を使用して，栄養のバランスのよいこ守給食の献立
はんとみそしるを考え，調理実習を行う。
-米の歴史，稲の一生，農家の工夫，米の種類
についての学習
-バケツ稲栽培
.収穫祭
・日本¢伝統文化にふれよう(もちつき・しめ縄・
七草がゆ作り)
-米の栄養，食事と病気，和食のよさについての
学習
・おいしい，ヘルシー，わたしたちの究極レシピ
の作成と調理実習
-バケツ稲を栽培し，観察する0
・稲刈りを体験
・食べるまでの作業を昔ながらの方法で行う0
・お米マイスターのお話を聞き，栄養・健康・歴
史・地域とのかかわり・おいしさのグループに分
かれ，テーマごとに調べたことを保護者・地域に
PRする。
-米作りに挑戦しよう(バケツ稲，田植え，稲刈り栄養・健康面から
体験) ごはんのよさにつ
・米について知ろう(米作りの苦労や課題，いろいての話をする
いろな米の種類などについて話を聞く。ごはん
の良さや日本型食生活と栄養のバランスについ
て知る。)
・課題を決め，米のひみつをまとめる0
.2学期に「米道」として取組を継続。
-米や米作り(米の種類，歴史，米の病気，米作自然学校での朝
りの工夫，料理)について調べる。 食作りの指導
・米作りカレンダー 作り
-農家から話を聞く。
-米の栽培(バケツ稲栽培，田植え)
・ごはんに合うおかずと栄養を考えた調理実習
・米の歴史，祭り，言い伝えなどをまとめて発表
する。
-世界の食文化を知る。 (4カ国の方を招き，各 おせち料理の計
国の食文化について話を聞く。) 画と調理に協力
.世界で食べられてしもものを調べる。
・日本の行事食，伝統食を調べる。
-おせちを保護者と一緒に作り，重箱に詰める。
(調理実習，家庭での実践)
-夏休みの自由研究をもとに，地域の食材・旬の地域・旬の食のよ
食材の良さについて栄養教諭にインタビューすさ，郷土の料理に
る。 ついての授業
-地域¢食の様子について全校生にアンケート
調査を行う。 給食における郷
・栄養教諭¢篠山の郷土料理についての授業 土料理
・地産地消をすすめるための考えをまとめる。
・ごはんとみそ汁づくり(家庭科) 給食食材として活
・他学年のごはんを炊き，給食時間にとどける 用
-家庭で各自，みそしるを作り，それを紹介す
る0
・米の歴史や日本伝統的な食事についての学
習
-句の野菜を使った調理実習
.インゲンマメの栽培と調理
社会科の発展教材として，日本人の主食である
米に焦点を当て，各時代の米の調理方法や食
べ方を体験し，その時代の生活ぶりを疑似体験
する。(調理実習を含む)
-給食¢食材に
利用
・給食の食材を
使った調理
1)総合学習:総合的な学習の時間，関連教科複数の教科等と関連している場合，主になる教科に対して副次的に関連づけられている教科等をさす。
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表4 実践のねらい
項目 内容 中学年高学年合計
(n~8) (n~9) (n~17) 
気づき・理解昔からの知恵や工夫 4 6 10 
食材の栄養や良さ 459 
自然や地域との関わり 3 3 6 
調理 o 5:許;;..............ヲ....3.---il
態度 食材に対する興味・関心 527 
食生活や食事に対する関心 347 
感謝の気持ち(人，もの 3 3 6 
大切に思う気持ち 2 3 
食生活の振り返り 3 4 
改善意欲 2 3 5:許;................................7.........γ14
行動 健康的な食事・食習慣 2 
作ること 2 
味わうこと 2 
伝える・伝承すること o .i'許;............2....:i...'5
数値は実践事例件数
1) 1つの事例において，複数のねらいをもっ場合があるため，合計
はその上の件数を足した数とは一致しない。
とが10件と多く，また，食は自然や地域と関わっている
ことを理解することが6件あった。
態度レベルのねらいでは，食材に対して興味・関心を
持つことや食生活に対して関心を持つといったねらいが
各7件と多かった。先人や生産者，食べ物に感謝の気持
ちを持つことをあげていたのが6件あり，また，伝統食
等を大切に思う・大切にする態度を育てることや，食文
化に誇りをもつことも 3件あった。これらのねらいは，
昔からの知恵、や工夫に気づくことや自然、や地域と関わっ
ていることを理解することとともに，食文化の学習内容
を取り入れた実践の特徴ではないかと考えられる O
一方，健康的な食事や食行動の促進といった行動レベ
ルのねらいを含むものは5件と比較的少なかった。直接，
栄養・健康を取り上げる実践内容ではないため，食習慣
や食行動の改善といった食行動レベルのねらいは設定さ
れなかったと考えられる。
(3) 学習内容 ・方法
学習内容を食文化に関する 8項目に分類し，結果を中
表5 実践事例における「食文化」の内容
内容 中学年高学年 合計
(n=8) (n=9) (n=17) 
食の継承・歴史 6 9 15 
伝統食・郷土食 7 6 13 
地域の食 6410 
料理・和食 3 7 10 
産業・人 7 4 1 
自然の恵み 5 5 10 
国際比較 2 3 
共食 033 
数値は実践事例件数を示す。1事例に複数の
内容を含むこともある。
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学年と高学年に分けて表5に示した。 「食の継承・ 歴史」
または「伝統食・郷土食jを含むものを食文化に関する
実践とみなしたので，両者はいずれも多く， I食の継承・
歴史」は15件 (88%)，I伝統食・郷土食jは13件 (77%)
であったO 他には， I産業 ・人」が11件 (65%)と続き，
「地域の食JI料理・和食JI自然、の恵みjを含む事例は
10件 (59%)であった。
中学年では， I伝統食・郷土食JI食の継承・歴史jに
加えて， I地域の食」と「産業 ・人j も多く， さらに
「自然、の恵み」が取り入れられているのが特徴といえよ
う。具体的には，国語の 「すがたをかえるだいず」から
大豆をテーマとし，総合的な学習の時間で， 生産者の協
力を得て大豆や地域の特産物の栽培を行い，社会とも関
連させ，地域の特産物や郷土料理， 大豆の加工食品につ
いて調べて発表会をする実践が多く見られた。高学年で
は， I食の継承・歴史」がすべてに含まれており， 中学
年と異なり 「料理・和食jも多く取り上げられていた。
具体的には，社会で食料生産，米作りの歴史，世界の中
の日本について，家庭科で，ごはんとみそ汁の調理実習
を行い，またごはんとみそ汁が伝統的な日常食であるこ
とを教科内容として学び，これらを総合的な学習の時間
に発展させていた。総合的な学習の時間では，米作り体
験活動，米作りや米飯の歴史を調べる活動が多く，パター
ン化していたO
食文化に関する 8項目の内容に加えて「栄養 ・健康」
の内容も調べると， 17件すべてに「栄養・健康jの内容
が含まれていた。中でも「食品の栄養 ・働き」に関する
内容が17件あり， 家庭科を学習する前の中学年でも取り
上げられていた。また， I栄養素・食品成分の働き」も
中学年で3件あった。したがって，食文化をテーマにし
つつ，栄養 ・健康に関わる内容は，広く扱われているこ
とカすわかった。
実習や体験活動の実施について学習内容の中から調べ
ると，すべての実践で栽培，農業体験，調理実習，見学
などが行われていた。中でも農業体験を含む栽培と調理
実習は各11件 (65%) に見られ，大豆や野菜の栽培，バ
ケツ稲栽培を含む米作りが，また，収穫した食材を食べ
る方法を調べ，調理する実習も行われていた。このほか
にも，豆腐・みそ・きな粉作りなどの食品加工体験が5
件で行われていた。また，体験活動には，学内の栄養教
諭だけでなく，地域の農家や商居街の人，保護者，在日
外国人やお魚普及協会等，地域と連携して行われていた。
このような体験活動は，食文化に関する学習内容を取り
上げた実践だけに特徴的なこととは言えないが，食育実
践の重要な要素であると考えられる。
(4) 栄養教諭の参画と給食との関わり
栄養教諭は，関係教職員と連携・協力しながら学校に
おける食育を推進する職責を担っているO そこで栄養教
小学校における食文化に関する学習内容を取り入れた食育の実践状況兵庫県食育研究指定校の研究紀要を資料として
諭(学校栄養職員を含む)が関わっていた実践を調べる
と. 12件 (71%)であった。その中で，学校給食と関連
づけがあったのは 7件 (41%)であった。具体的には，
実際に給食の食材として使用しているもの(5件).授
業で給食の献立を活用し 給食の料理や材料を調べるも
の (4件)であった。栄養教諭は，食に関する指導と学
校給食管理との有機的な連携を取りながら関わることが
求められているが，給食を活用した実践は比較的少ない
ことがわかった。
総合的考察
2008年3月に改訂された学習指導要領では，伝統・文
化に関する教育の充実が図られ，食育も学校の教育活動
全体で取り組むものとして位置付けられた。学校におけ
る食育では，心身の健康に関する内容に加え，食文化や
自然への，恩恵、などへの感謝についても指導を行うことが
求められている O そこで 食丈化に関する学習内容を取
り入れた小学校における食育実践をよりよいものとする
ための基礎資料を得る目的で，本研究では2つの研究を
行った。
小学校における食文化についての食育実践の目的や指
導内容を考えるために，食育基本法や食生活指針，食に
関する指導の手引，食文化に関する論考や先行研究など
における食丈化の内容を調べた。その結呆，食丈化の内
容を表す項目は. I食の継承・歴史JI伝統食・郷土食」
「地域の食JI産業・人JI自然の恵みJI料理・和食J
「国際比較JI共食」の8項目であると考えられた。小学
校学習指導要領解説で，これらの内容が扱われている教
科等を調べると，社会，家庭，生活，道徳、に見られた。
低学年の生活科では，身近な人々の暮らしや季節の行
事，食べ物について取り上げられており. I産業・人j
「自然の恵み」に相当する内容が含まれている。しかし，
生活科の内容から低学年で，比較をすること，歴史を知
ることという食文化の学習に必要な視点を入れるのはむ
ずかしいと考えられ，本研究の調査でも，低学年で食文
化に関する学習内容を取り入れた実践は認められなかっ
た。社会では，中学年で地域の人々の生活について，昔
の暮らしの様子や地域の人々が受け継いできた文化財や
年中行事，土地の特性を生かした産物などを，また，地
域の生産や販売を学習するO 高学年では，食料生産をは
じめとする産業の発展に関心を持ち，歴史や伝統を大切
にし，国を愛する心情を育てることを目標として，農業
や水産業，日本の歴史，世界の中の日本の役割の内容が
扱われている。これらより，中学年で地産地消，郷土食，
産業・人，食の継承が，高学年で産業・人，食の歴史，
国際比較が食文化に関する学習内容となる。高学年の家
庭科では，米飯とみそ汁の調理を通して，米とみそが伝
統的な食材であること，伝統的な日常食・配膳などを食
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文化に関する内容として学ぶ。したがって，中学年では
杜会，高学年では杜会と家庭科が食文化の学習内容を取
り入れた食育実践の教科になると考えられる O
食育研究指定校の研究紀要から，実践状況を調べた。
食文化を継承することは，現在の食をふり返り，照らし
合わせながら食べるものの大切さに気づくことでもある O
食文化に関する学習内容を取り入れた食育実践には，こ
れらの視点が必要であり. I食の継承・歴史JI伝統食・
郷土食jを含むものを食丈化の学習内容を取り入れた食
育の実践とした。そうすると71件中17件が該当し，これ
らのねらいや学習内容等をまとめた結果，次のような実
践状況が明らかになった。
1.主に総合的な学習の時間を使い，単元の時数が多い。
2.栄養教諭が参画しているが，給食の活用が少ない。
3.気づき・理解と態度レベルのねらいが多く設定され
ているO 食材の栄養的な良さだけでなく，昔からの知
恵や工夫，自然や地域との関わりに気づき，人々や自
然，食べものを大切に，思い，感謝する態度を養うこと
をねらいとしている実践が多い。
4.中学年では，教科学習との関連から，地域と食の視
点で大豆を取り上げていることが多く，高学年，特に
5年生では米をテーマに展開している。内容には，学
年による特徴的なパターンがあるが，それぞれどのよ
うな効果があるのか明らかではない。
これらの結果より，次の3点が実践での検討課題と考
えられる O
1.教科を基盤とした「食文化」に関する学習内容を取
り入れた食育実践の可能性とあり方
総合的な学習の時間の時数が減少し，多くの時間を総
合的な学習の時間だけで確保するのはむずかしい。そこ
で「食文化jに関する学習内容を取り入れた食育実践を
行うために，教科を基盤とし，教科聞の関連付けを行う
とどのような効果があるのか。また，どのような関連付
けや進め方が可能か。
2. I食文化jに関わる学びを生活に生かすための給食
を活用した食育実践のあり方
学校給食では地場産物の活用が進められており，郷土
料理や地域の食材が給食に取り入れられている。これら
の取組を教科等の学習と関連付け，学びを生活に生かす
方策を示す。また，給食を活用した食育における栄養教
諭の参画のあり方も検討課題である。
3. I食文化jに関する学習内容を取り入れた食育実践
の効果を調べるための評価
研究紀要だけでなく，実践書にも食丈化を取り上げた
取組は多数紹介されている O しかし，これらの実践に対
する成果や評価は教師等の主観的な記述にとどまってい
るものが多い。また，実践のねらいに感謝の気持ちをも
つことがあげられているが評価については不明な点も
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あるO そこで教科指導の評価だけでなく，食文化の観点
からの評価を加えて食育実践の効果を調べる O
本研究では，兵庫県内8校の研究紀要の分析しか行っ
ていないので，有効性には一定の限界がある O 今後は，
得られた結果や視点をもとに 実践を通して課題の解決
に取り組みたい。
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